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援助要請が過剰な児童に関する調査研究
―通級指導教室の教員に対する調査を通して―

○杉岡千宏（東京学芸大学大学院） 橋本創一（東京学芸大学）
熊谷 亮（福岡教育大学） 三浦巧也（東京農工大学）
廣野政人（東京都立中央ろう学校） 日下虎太朗（東京学芸大学大学院）
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目 的

援助要請が過剰な児童について現状や，その

児童に対する指導の実践内容について明らか

にすることを目的とする。

方 法

調査対象者

関東地方の公立小学校 校の情緒障害等通

級指導教室及び特別支援教室の教師を対象と

した。回収した質問紙は 部（回収率 ％）

であった。

調査時期

年 月に実施した。

調査内容

担当している児童を援助要請の頻度によっ

て，「ほぼ援助要請出来る」，「ときどき援助要

請出来る」，「全く援助要請出来ない」，という

つに分類しそれぞれの人数について回答を求

めた。また，「ほぼ援助要請出来る」児童の中

で 名（以下，対象児）を任意に抽出してもら

い，以下の項目を尋ねた。

１．援助要請の程度

対象児は，（１）状況に関係なく自分で出来

ることでも過剰に援助要請する（以下，過剰に

援助要請する），（２）自分で試行錯誤してでき

ない場合に援助要請する（以下，試行錯誤の上

援助要請する）（３）できることできないこと

がわかっていて適切に援助要請する（自分の実

力を鑑みて援助要請する），という つの中か

ら選択式で回答するように求めた。

２．対象児に対する指導の実践内容

指導の実践内容について自由記述で回答を

求めた。

倫理的配慮 調査にあたり，調査内容に関する

説明や個別情報保護や研究倫理等に関する事

項，調査結果を発表にて公表する可能性がある

旨などを記載した文章を添付した。また，得ら

れたデータは統計処理し，学校名や個人が特定

されることはないということを明記した。そし

て，調査の参加に同意できない場合は，参加を

辞退し調査用紙を廃棄することが可能である

ことを記し，調査用紙の回収をもって調査への

同意が得られたものとした。

結 果

通級教師が回答してくれた担当又は担任す

る児童数の総計は 名で，その児童らの援

助要請の状況は，「ほぼ援助要請出来る」児童

は 名（ ），「ときどき援助要請出来る」

児童は 名（ ），「全く援助要請出来な

い」児童は 名（ ）であった。

援助要請の程度については，「（１）過剰に援

助要請する」対象児は 名（ ）「（２）試

行錯誤の上援助要請する」対象児は 名

（ ），「（３）自分の実力を鑑みて援助要請

する」対象児は 名（ ）であった。

対象児に対する指導の実践内容について

法で分析を行うと，環境設定，状況把握を促す

支援，適切な判断を促す支援，援助要請行動の

表現方法に関する支援，その他，という つに

分類された。

考 察

「ほぼ援助要請出来る」児童は全体の 割弱

であることが明らかとなった。その内訳は，（１）

過剰に援助要請する児童が約 割，（２）試行

錯誤の上援助要請する児童が約 割，（３）自

分の実力を鑑みて援助要請する児童は約 割で

あった。また，過剰な援助要請を行う児童に対

する指導の実践内容について 法を行うと，

杉岡（ ）で明らかとなっているような援助

要請ができない児童の要因と類似したニーズ

に対する支援を実施していることが明らかと

なった。援助要請を過剰にしている児童は，出

現する行動は異なるが，適切に援助を求める行

動ができない点では同様なのかもしれない。

以上を踏まえると（援助要請の程度に関して

は，１名を抽出して回答してもらっており，人

数比がことなるため，割合を用いて捉える），

適切な援助要請を行っている児童は全体の 割

程度であることが示唆される。残りの 割は，

ときどき援助要請する児童（約 割）や，全く

援助要請しない児童（約 割），過剰に援助要

請する児童（ 割）である。児童が困難場面で

示す行動は異なるが，行動の背景を捉えて支援

していくことが求められるのではないか。
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入学前後のストレッサーが通信制高校生徒の幸福感に与える影響
―不登校経験の有無という観点から―

○藤後悦子（東京未来大学） 平部正樹＃（東京未来大学）
小林寛子（東京未来大学） 竹橋洋毅（奈良女子大学）
藤本昌樹＃（東京未来大学） 藤城有美子＃（駒沢女子大学）
北島正人（秋田大学）
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目 的

不登校経験者にとって，通信制高校は柔軟な学習形態

により，学校へのストレスが軽減できるため，進学先の

重要な選択肢となっている。不登校経験者は，過去に様々

な葛藤を経験しているため，精神的健康という視点から

進学後においても彼らへの支援は不可欠である（杉田，

）。

精神的健康を支えるものとしては，近年ポジティブ心

理学の文脈から幸福感の重要性が指摘されている。葛藤

を抱えながらも，現在「幸せ」と感じることができるこ

とこそが の実現につながるであろう。高校生

にとっては，友人関係をはじめとした対人関係や学校生

活を中心としたストレスにどのように対処できるかが課

題となる。不登校経験者への支援の検討には，どのよう

なストレスが幸福感と関わっているのかを把握すること

が重要である。そこで，本研究では，不登校経験者の通

信制高校入学前後のストレスが通信制高校生の幸福感に

与える影響を男女別に明らかにすることを目的とする。

方 法

対象者： 年 月から 年 月の間に全国の私立

通信制高校に在籍していた 人を対象とした。

人の生徒から回答を得た 回収率 ％ 。回答者は男性

が 人，女性が 人，不明が 人であった。回答

者の年齢の平均は 歳，標準偏差は 歳であった。

質問項目：年齢，性別，学年を尋ねた。入学前の経験とし

て，不登校の有無を尋ねた。幸福感：現在，どの程度幸

せであるかについて「とても不幸（ ）」～「とても幸せ

（ ）」の 件法で尋ねた。ストレッサー量：入学前，

入学後の各ストレッサー（学業，友人関係，教師，部活

動，学校行事，家庭環境，健康状態）量について「全く

感じていなかった（ ）」～「非常に感じていた（ ）」の

件法にて尋ねた。

倫理的配慮：本研究は東京未来大学の倫理委員会の承認

を得て実施した。自由意志であること，成績に関係しな

いこと等を紙面にて説明した。

結果と考察

対象者 人のうち，過去の経験に関する項目の無

回答者 名を除き， 人を分析対象とした。その結

果，不登校経験あり群 人（ ％），不登校経験な

し群 人（ ％）となった。

幸福感得点の群間差を検討するために，不登校経験と

性別を独立変数，幸福感を従属変数とした二要因分散分

析を行ったところ，不登校経験の主効果が示された

（ ＝ ｐ＜ ）。幸福感得点は，不登校経験

なし群 （ ）が，不登校経験あり群

（ ）より有意に高かった。

次に，不登校経験及び男女別に入学前後のストレスが

幸福感に与える影響を検討するために，入学前後の各ス

トレッサー 項目合計 項目を独立変数，幸福感を従属

変数としステップワイズ法による重回帰分析を行った。

その結果，不登校経験あり群では，男女ともに入学後の

学業，友人関係，家庭環境が，女子では入学前の友人関

係と現在の健康状況が幸福感を抑制していた。

不登校経験なし群の男女共通要因は，入学前の教師と

の関係と入学後の家庭環境であり，これらが幸福感を抑

制していた。加え女子では入学前の学校行事が，男子で

は入学後の学業，友人関係が幸福感を弱めており，反対

に入学後の教師との関係と部活動のストレッサーが幸福

感を強めていた。

以上より，不登校経験あり群は，入学後の学業面や友

人関係のストレス軽減を目的とした支援を中心に，不登

校経験なし群の男子には，学業や友人関係のストレス軽

減に加え，教師との関係や部活動を中心とした肯定的な

負荷を高める支援が有効であることが推測された。また，

不登校経験の有無に関わらず通信制高校入学後の家庭環

境は有意に幸福感を弱めていることから，親子関係への

支援や子育て講座の開催など親へのアプローチが重要で

あることが示唆された。
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Figure　幸福感を従属変数とするステップワイズ法による重回帰分析
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